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代表理事組合長

石　塚　克　己

ご
あ
い
さ
つ

　
日
頃
よ
り
、
組
合
員
お
よ
び
地
域
の

皆
様
方
に
は
、
当
Ｊ
Ａ
の
各
種
事
業
に

対
し
ま
し
て
、
多
大
な
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
深
く
感
謝
致
し
ま
す
。
合
併

30
周
年
に
あ
た
り
、
御
挨
拶
申
し
上
げ

ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み
は
平
成
６
年
２
月

１
日
、
２
市
４
町
「
境
町
・
五
霞
町
・

古
河
市
（
旧
古
河
市
・
旧
総
和
町
・
旧

三
和
町
）・
坂
東
市
（
旧
猿
島
町
）」
の

６
つ
の
Ｊ
Ａ
が
合
併
し
、
茨
城
む
つ
み

農
業
協
同
組
合
が
発
足
致
し
ま
し
た
。

今
年
は
お
陰
様
で
30
周
年
を
迎
え
ま
す
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
組
合
員
お
よ
び
地
域

の
皆
様
を
は
じ
め
、
関
係
各
位
の
方
々

の
ご
支
援
と
ご
協
力
の
賜
も
の
と
深
く

感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
野
菜
生
産
部
会
連
合
の
発
足
・
女
性

30年間ありがとうございます、そしてこれからもよろしくお願いします。

部
連
合
の
設
立
・
年
金
友
の
会
連
合
の

発
足
そ
し
て
配
送
セ
ン
タ
ー
や
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
等
な
ど
様
々
な
施
設
の
新
設
に

取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。
一
方
で
東

日
本
大
震
災
や
台
風
・
ゲ
リ
ラ
豪
雨
・

大
雪
・
降
雹
な
ど
自
然
災
害
に
よ
る
被

害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
近
年
で

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
猛

威
や
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

略
に
よ
り
燃
料
・
資
材
等
な
ど
高
騰
、

農
家
の
高
齢
化
と
担
い
手
・
後
継
者
不

足
が
深
刻
化
し
、
Ｊ
Ａ
が
果
た
す
役
割

の
重
要
性
が
あ
ら
た
め
て
求
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。
地
域
農
業
の
活
性
化
に
向

け
て
役
職
員
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
結
び
に
な
り
ま
す
が
、
当
Ｊ
Ａ
が
今

ま
で
以
上
に
発
展
で
き
る
よ
う
更
な
る

ご
支
援
と
ご
指
導
・
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
を
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
皆
様
方
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
ご

祈
念
致
し
ま
し
て
、
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
令
和
６
年　
６
月 

吉 

日

　
　
茨
城
む
つ
み
農
業
協
同
組
合

　
　
代
表
理
事
組
合
長　
石
塚　
克
己
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平
成
6
年
2
月
3
日　
茨
城
む
つ
み
農
業
協
同
組
合
開
所
式

　
　
　
　
３
月
16
日　
茨
城
む
つ
み
農
業
協
同
組
合 

野
菜
生
産
部
会
連
合
発
足

　
　
　
　
６
月
９
日　
茨
城
む
つ
み
農
業
協
同
組
合 

女
性
部
連
合
設
立
総
会

　
　
　
　
10
月
14
日　
境
地
域
農
業
振
興
協
議
会
設
立

　
　
　
　
11
月
12
日　
茨
城
む
つ
み
農
業
協
同
組
合 

年
金
友
の
会
連
合
発
会
式

平
成
７
年
２
月
10
日　
猿
島
地
区
ト
マ
ト
共
選
セ
ン
タ
ー
竣
工
式

　
　
　
　
12
月
13
日　
県
西
地
区
Ｊ
Ａ
営
農
指
導
者
連
盟
設
立
総
会

平
成
８
年
11
月
７
日　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
水
田
農
業
政
策
要
請
集
会

平
成
９
年
４
月
18
日　
茨
城
県
Ｊ
Ａ
広
域
合
併
構
想
策
定
委
員
会

平
成
10
年
３
月
27
日　
野
菜
生
産
部
会
連
合
に
よ
る
市
場
へ
相
互
乗
り
入
れ
初
出
荷

　
　
　
　
１
月
14
日　
茨
城
む
つ
み
野
菜
販
売
高
80
億
円
達
成
記
念
大
会

平
成
11
年
８
月
１
日　
機
構
改
革
に
よ
る
配
送
セ
ン
タ
ー
設
置

　
　
　
　
８
月
27
日　
生
子
菅
支
店
竣
工
式

平
成
12
年
４
月
７
日　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
開
所
式

　
　
　
　
５
月
11
日　
広
域
航
空
防
除
協
議
会
設
立
総
会

　
　
　
　
５
月
20
日　
Ｊ
Ａ
祭
典
開
所
式

　
　
　
　
１
月
15
日　
第
1
期
生
中
国
人
研
修
生
受
入
歓
迎
式
典

平
成
14
年
４
月
30
日　
茶
業
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　
８
月
１
日　
県
内
初
ノ
ー
ス
テ
ー
ブ
ル
段
ボ
ー
ル
出
荷
開
始

　
　
　
　
８
月
５
日　
有
限
会
社
「
む
つ
み
サ
ー
ビ
ス
」
設
立

　
　
　
　
９
月
29
日　
期
限
切
れ
農
薬
及
び
無
登
録
農
薬
回
収
実
施

平
成
15
年
２
月
２
日　
合
併
10
周
年
記
念
式
典

　
　
　
　
６
月
26
日　
Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
肥
料
」
初
出
荷

　
　
　
　
10
月
21
日　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
農
産
物
生
産
履
歴
開
示
開
始

合
併
30
周
年

① ①

③ ②

主
な「
軌  

跡
」



4 ＪＡ茨城むつみ　６月号

平
成
16
年
４
月
20
日　
茨
城
県
Ｊ
Ａ
女
性
組
織
協
議
会
50
周
年
記
念
大
会

　
　
　
　
10
月
12
日　
台
風
22
号
被
害
に
よ
る
緊
急
販
売
対
策
会
議

平
成
17
年
４
月
23
日　
道
の
駅
ご
か
農
産
物
直
売
所
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　
12
月
１
日　
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
開
設

平
成
18
年
３
月
31
日　
Ｊ
Ａ
セ
レ
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
竣
工
式

　
　
　
　
５
月
27
日　
農
産
物
直
売
所
総
和
店
オ
ー
プ
ン

平
成
19
年
９
月
13
日　
職
員
研
修
会（
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
不
祥
事
未
然
防
止
）

平
成
20
年
４
月
５
日　
女
性
大
学
「
ク
ロ
ー
バ
ー
ス
ク
ー
ル
」
開
校
式

　
　
　
　
10
月
10
日　
事
業
再
構
築（
支
店
再
編
）に
伴
う
地
区
別
説
明
会　
24
日
ま
で

　
　
　
　
11
月
10
日　
普
通
作
生
産
部
会
連
合
設
立
総
会

平
成
21
年
11
月
30
日　
三
和
支
店
オ
ー
プ
ン

平
成
22
年
８
月
５
日　
不
要
農
薬
回
収

　
　
　
　
11
月
６
日　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
へ
の
参
加
反
対
全
国
集
会

平
成
23
年
３
月
11
日　
東
日
本
大
震
災
対
策
本
部
設
置

　
　
　
　
６
月
５
日　
Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み
営
農
総
合
セ
ン
タ
ー
操
業
開
始 

①

平
成
24
年
４
月
25
日　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
阻
止
全
国
集
会

　
　
　
　
５
月
１
日　
西
南
医
療
セ
ン
タ
ー
病
院
売
店
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

平
成
25
年
１
月
28
日　
猿
島
中
央
支
店
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　
６
月
７
日　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
フ
ォ
ー
ラ
ム　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
考
え
る
女
性
集
会

平
成
26
年
４
月
24
日　
茨
城
県
Ｊ
Ａ
女
性
組
織
協
議
会
創
立
60
周
年
記
念
大
会

　
　
　
　
５
月
７
日　
降
雹
及
び
強
雨
に
伴
う
農
産
物
被
害
調
査
実
施

　
　
　
　
10
月
６
日　
台
風
18
号
に
よ
る
農
産
物
被
害
調
査
実
施

平
成
27
年
４
月
11
日　
道
の
駅
ご
か
農
産
物
直
売
所
10
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
開
催 

②

　
　
　
　
６
月
６
日　
西
南
医
療
セ
ン
タ
ー
「
看
護
の
日
」
イ
ベ
ン
ト
開
催 

③

　
　
　
　
９
月
10
日　
台
風
18
号
に
よ
る
災
害
対
策
本
部
設
置
及
び
被
害
調
査
開
始

平
成
28
年
２
月
15
日　
ト
マ
ト
選
果
場
機
械
設
備
竣
工
記
念
式
典 

④

平
成
29
年
４
月
24
日　
総
和
支
店
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　
６
月
26
日　
古
河
支
店
オ
ー
プ
ン 

⑤

平
成
30
年
11
月
27
日　
品
質
管
理
セ
ン
タ
ー
竣
工
式

④ ③

⑥ ⑤
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平
成
31
年
４
月
19
日　
Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み
オ
リ
ジ
ナ
ル
緑
茶「
さ
し
ま
の
息
吹
」完
成 

⑥

　
　
　
　
５
月
28
日　
「
豆
つ
ぶ
型
水
稲
除
草
剤
」
ド
ロ
ー
ン
散
布
試
験 

⑦

令
和
２
年　
　
　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
対
策 

⑧
⑨

　
　
　
　
７
月
27
日　
境
支
店
オ
ー
プ
ン 

⑫

令
和
３
年
２
月
18
日　
不
要
農
薬
回
収

令
和
４
年
８
月
25
日　
生
産
資
材
の
高
騰
対
策
に
か
か
る
緊
急
要
請

令
和
５
年
１
月
28
日　
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
農
産
物
寄
与 

⑩

　
　
　
　
２
月
15
日　
生
産
資
材
の
高
騰
対
策
に
か
か
る
緊
急
要
請

　
　
　
　
３
月
２
日　
第
1
回
Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
開
催 

⑪

　
　
　
　
４
月
14
日　
第
1
回
Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み
青
果
物
一
元
販
売
推
進
会
議

　
　
　
　
５
月
12
日　
食
料
・
農
業
・
地
域
政
策
推
進
全
国
大
会

　
　
　
　
９
月
11
日　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
茨
城
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
実
践
セ
ミ
ナ
ー

令
和
６
年
５
月
13
日　
五
霞
支
店
オ
ー
プ
ン

⑩ ⑨

⑫ ⑪

⑦

⑧



6 ＪＡ茨城むつみ　６月号

平
成
６
年
２
月
１
日
～
平
成
７
年
３
月
26
日　
　
代
表
理
事
理
事
長
／
須
長 

勝
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
筆
頭　
副
理
事
長
／
知
久　

 

実　
　
副
理
事
長
／
並
木
喜
代
七
・
若
旅 

光
男
・
関　

 

昭
三
・
森
田 　
博　
　
専
務
理
事
／
小
林 

和
雄

平
成
７
年
３
月
26
日
～
平
成
10
年
３
月
29
日　
　
代
表
理
事
理
事
長
／
木
村　

 

久　
　
代
表
理
事
副
理
事
長
／
若
旅 

光
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
任
理
事
／
海
老
島
信
太
郎
・
倉
持　

 

稔
・
染
谷 

森
雄
・
鈴
木　

 

博
・
関
口 

好
一
・
根
芝 

貞
夫

平
成
10
年
３
月
29
日
～
平
成
12
年
９
月
30
日　
　
代
表
理
事
理
事
長
／
木
村　

 

久　
　
代
表
理
事
副
理
事
長
／
海
老
島
信
太
郎　
　
副
理
事
長
／
関　

 

吉
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
任
理
事
／
鈴
木　

 

博
・
染
谷 

森
雄
・
長
野　

 

豊
・
並
木
喜
代
七
・
関
口 

好
一
・
中
山 

和
好

平
成
12
年
10
月
１
日
～
平
成
13
年
４
月
21
日　
　
会
長
理
事
／
木
村　

 

久　
　
代
表
理
事
理
事
長
／
海
老
島
信
太
郎　
　
代
表
副
理
事
長
／
関　

 

吉
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
任
理
事
／
鈴
木　

 

博
・
染
谷 

森
雄
・
長
野　
豊
・
並
木
喜
代
七
・
関
口 

好
一
・
中
山 

和
好

平
成
13
年
４
月
21
日
～
平
成
14
年
４
月
20
日　
　
会
長
理
事
／
木
村　

 

久　
　
代
表
理
事
理
事
長
／
落
合　
耕
一　
　
代
表
副
理
事
長
／
関　

 

吉
三　
　
代
表
理
事
専
務
／
小
林
長
一
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
任
理
事
／
染
谷 
森
雄
・
並
木
喜
代
七
・
島
田 

禎
尚
・
鈴
木 　
博
・
阿
久
津
善
太
郎
・
宮
田　

 

章

平
成
14
年
４
月
20
日
～
平
成
14
年
６
月
30
日　
　
会
長
理
事
／
木
村　

 
久　
　
代
表
理
事
理
事
長
／
落
合　
耕
一　
　
代
表
副
理
事
長
／
関　

 

吉
三　
　
代
表
理
事
専
務
／
小
林
長
一
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
任
理
事
／
染
谷 

森
雄
・
並
木
喜
代
七
・
島
田 

禎
尚
・
鈴
木 　
博
・
阿
久
津
善
太
郎
・
宮
田　

 

章

平
成
14
年
７
月
１
日
～
平
成
16
年
１
月
31
日　
　
代
表
理
事
理
事
長
／
落
合 

耕
一　
　
代
表
副
理
事
長
／
関　

 

吉
三　
　
代
表
理
事
専
務
／
小
林
長
一
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
任
理
事
／
染
谷 

森
雄
・
並
木
喜
代
七
・
島
田 

禎
尚
・
鈴
木　

 

博
・
阿
久
津
善
太
郎
・
宮
田　

 

章

平
成
16
年
２
月
１
日
～
平
成
16
年
２
月
19
日　
　
代
表
理
事
理
事
長
／
落
合 

耕
一　
　
代
表
副
理
事
長
／
関　

 

吉
三　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
任
理
事
／
染
谷 

森
雄
・
並
木
喜
代
七
・
島
田 
禎
尚
・
鈴
木　

 

博
・
阿
久
津
善
太
郎
・
宮
田　

 

章

平
成
16
年
２
月
22
日
～
平
成
16
年
４
月
29
日　
　
代
表
理
事
理
事
長
／
木
村　
久　
　
代
表
副
理
事
長
／
関　

 
吉
三　
　
代
表
理
事
専
務
／
阿
久
津
善
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
任
理
事
／
染
谷 

森
雄
・
並
木
喜
代
七
・
島
田 

禎
尚
・
鈴
木　

 
博
・
小
久
保
敬
一
・
宮
田　

 

章

平
成
16
年
４
月
29
日
～
平
成
19
年
４
月
26
日　
　
代
表
理
事
理
事
長
／
木
村　

 

久　
　
代
表
副
理
事
長
／
阿
久
津
善
太
郎　
　
常
務
理
事
／
鈴
木　

 

博

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
任
理
事
／
宮
田　
章
・
並
木
喜
代
七
・
染
谷 

森
雄
・
沼
田 

松
夫
・
小
久
保
敬
一
・
根
本　

 

衛　

歴
代
常
勤
役
員
及
び
常
任
理
事



7

平
成
19
年
４
月
26
日
～
平
成
22
年
４
月
24
日　
　
代
表
理
事
理
事
長
／
鈴
木　

 

博　
　
代
表
理
事
専
務
／
青
栁 

初
男　
　
常
務
理
事
／
宮
田　

 

章

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
任
理
事
／
並
木
喜
代
七
・
宇
都
木
一
夫
・
野
口 　
茂
・
渡
邊 　
昇
・
内
田 

博
夫
・
清
水 

義
男

平
成
22
年
４
月
24
日
～
平
成
25
年
４
月
20
日　
　
代
表
理
事
組
合
長
／
鈴
木 　
博　
　
代
表
理
事
専
務
／
青
栁 

初
男 　
　
常
務
理
事
／
飯
田 

敏
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
任
理
事
／
関　
　
稔
・
小
久
保
敬
一
・
山
口 

淑
雄
・
木
村 

好
男
・
内
田 

博
夫
・
清
水 

義
男

平
成
25
年
４
月
20
日
～
平
成
28
年
４
月
23
日　
　
代
表
理
事
組
合
長
／
青
栁 　
初
男　
　
代
表
理
事
専
務
／
飯
田 

敏
一　
　
常
務
理
事
／
清
水 

義
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
任
理
事
／
金
久
保
悦
男
・
岩
瀬
治
三
郎
・
秋
葉 

克
之
・
鈴
木　
隆
・
青
木　
亨
・
影
山 

眞
次

平
成
28
年
４
月
23
日
～
平
成
31
年
４
月
27
日　
　
代
表
理
事
組
合
長
／
岩
瀬
治
三
郎　
　
代
表
理
事
専
務
／
関　
　
稔　
　
常
務
理
事
／
今
泉 

房
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
任
理
事
／
鈴
木　
隆
・
影
山 

眞
次
・
林　
淳
一
・
北
島 

徹
也
・
半
村 

元
伯
・
小
久
保
敬
一

令
和
元
年
４
月
27
日
～
令
和
４
年
４
月
23
日　
　
代
表
理
事
組
合
長
／
関
根 

芳
朗　
　
代
表
理
事
専
務
／
今
泉 

房
雄　
　
常
務
理
事
／
石
塚 

克
己

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
任
理
事
／
関　
　
稔
・
影
山 

眞
次
・
野
仲 

健
一
・
鈴
木　
隆
・
北
島 

徹
也
・
山
室 

和
男

令
和
４
年
４
月
23
日
～　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
代
表
理
事
組
合
長
／
石
塚 

克
己　
　
代
表
理
事
専
務
／
塚
原 

和
栄　
　
常
務
理
事
／
谷
島 　
勇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
任
理
事
／
影
山 

眞
次
・
北
島 

徹
也
・
野
仲 

健
一
・
関　
　
稔
・
羽
部 

庄
一
・
中
村 　
守

平
成
６
年
度　
　
　
　
　
　
代
表
監
事　
安
田 

武
雄　
　
第
１
副
代
表
監
事　
山
中 

盛
正　
　
第
２
副
代
表
監
事　
石
綿 

政
一　
　
第
３
副
代
表
監
事　
木
村　
登

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

第
４
副
代
表
監
事　
樋
下
周
一
郎　

 

第
５
副
代
表
監
事　
川
鍋 

正
雄

平
成
７
年
度
～
９
年
度　
　
代
表
監
事　
青
木 

達
治　
　
常
任
監
事　
木
村　

 

登　
　

平
成
10
年
度
～
12
年
度　
　
代
表
監
事　
竹
内 

邦
博　
　
常
任
監
事　
栗
原 

利
雄

平
成
13
年
度　
　
　
　
　
　
代
表
監
事　
竹
内 

邦
博　
　
学
経
監
事　
小
沢 

佳
男

平
成
14
年
度　
　
　
　
　
　
代
表
監
事　
竹
内 

邦
博　
　
常
勤
監
事　
小
林 

茂
雄　
　
学
経
監
事　
小
沢 

佳
男

平
成
15
年
度　
　
　
　
　
　
代
表
監
事　
竹
内 

邦
博　
　
学
経
監
事　
小
沢 

佳
男

平
成
16
年
度
～
21
年
度　
　
代
表
監
事　
竹
内 

邦
博　
　
常
勤
監
事　
佐
藤　
進　

平
成
22
年
度
～
24
年
度　
　
代
表
監
事　
竹
内 

邦
博　
　
常
勤
監
事　
内
田　

 

智　
　
員
外
監
事　
大
島 
信
夫

平
成
25
年
度
～
27
年
度　
　
代
表
監
事　
大
島 

信
夫　
　
常
勤
監
事　
内
田　

 

智

平
成
28
年
度
～
30
年
度　
　
代
表
監
事　
関
根 

芳
朗　
　
常
勤
監
事　
青
木　

 

要　
　
員
外
監
事　
島
田 

俊
男

令
和
元
年
度
～
３
年
度　
　
代
表
監
事　
塚
原 

和
栄　
　
常
勤
監
事　
青
木　

 

要　
　
員
外
監
事　
白
石 

晴
子

令
和
４
年
度
～　
　
　
　
　
代
表
監
事　
海
老
島
忠
夫　

 

常
勤
監
事　
海
老
原 

尚　
　
員
外
監
事　
染
谷 

直
人

歴
代
代
表
監
事
及
び
常
勤
・
学
経
・
常
任
監
事

敬
称
は
省
略
致
し
ま
す
。
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これまでも、これからも共に魅力のある　農業、豊かな社会づくりに貢献します。

茨城むつみ農協
羽部　清隆
2006年入組
総和地区
営農センター

農業は土地の自然環境を利用して農産物を生産し、出荷して利
益を得る大変な産業。
人が生きていく中で必要不可欠である重要なお仕事。もっと多
くの方に農業を営む皆様への理解を深めていただきたいと思い
ます。これからも農協職員として農業者の皆様へのサポートを
誠意をもって対応していきます。今日も出荷できてよかったと
思われるような農協にできればと思います。

養豚農家の信頼を目指して
佐野　大樹
2009年入組
三和地区
営農センター

私は畜産部門を担当し、主にローズポークの出荷業務を行って
おります。
肉豚をベストなタイミングで選び出荷する作業は、養豚農家の
所得増大に直結する大変難しく責任のある作業ですが、その分
またやりがいも大きく感じております。
ＪＡ職員として、営農部門はもちろん経済、信用、共済とＪＡに
とっても、組合員にとってもオールマイティーに活躍できる職
員を目指していきます。

今日一日を仲間と共に
和田　真一
1989年入組
金融部

信用事業の職務に携わり早４年、組合員等のみなさまからお預
かりしている大切な資産を、誠意をもって金融部11名と管内
６支店職員との連携をもって融資・資金運用と日々業務にあた
っております。
個々の職員の持っている知識を最大限に利用者へ生かし、地域
の金融窓口として更なる信頼を得るため、これからも仲間とと
もに邁進していきたいと思います。

組合員さんのためのＪＡを目指して
田中　智行
2008年入組
経済部
農業推進課

入組以来営農経済部門でお世話になり、在籍16年となりまし
た。ここまで歩んで来れたのは同僚職員や家族、そして何より
組合員さんの支えがあってのことです。今後もこの感謝の気持
ちを胸に、人と人との輪を大切にし、農業や組合の発展に努め
て行きたいと思います。オリジナルブランド商品の「むつみ肥
料シリーズ」、「さしまの息吹」のご利用も是非皆さんよろしく
お願いいたします。

農協で良かったと思っていただくために
古谷由紀子
1996年入組
五霞支店
共済

共済はなにかあった時のためのお守りです。農協に加入してい
て良かったと思っていただくために、お客様の声に耳を傾け、
お客様の心に寄り添うことを第一に、今後も変わらず日々の業
務に精進していきたいと思います。

地域に寄り添うＪＡ共済
田中　里美
2002年入組
古河支店
共済

ＪＡ共済においても昨今 Web でのお手続がいくつか可能とな
り、時代の流れに沿った形に変化している中でコロナ禍を経て
皆様とお会いして話すことの大事さも実感しているため、 効率
的な部分は取り入れつつ、利用者の皆様に寄り添えるＪＡを目
指し貢献出来るよう、精進してまいります。



9

これまでも、これからも共に魅力のある　農業、豊かな社会づくりに貢献します。

相談して良かったと思われるように
福島　菜穂
2014年入組
総和支店
金融

「あなたに相談してよかった」とお客様に言葉をもらえるよう
に日々仕事を学び、お客様に寄り添っていきたいです。
地域のつながりを大切にし、お互いに助け合うことで信頼を深
めていきたいです。

身近なＪＡになれるように
瀬田　千夏
2017年入組
三和支店
共済

私は三和支店で共済担当をしています。共済というと難しいイ
メージを持たれる方が多いと思いますので、皆様の不安や心配
事が少しでも減らせるような分かりやすい説明を心掛けていま
す。また、窓口が皆様にとって身近で親しみのある場所になれ
たらと考えていますので、より一層お役に立てるよう日々励ん
でいきたいと思います。皆様にお会いできる事を楽しみに本日
も窓口でお待ちしております。

安心と満足をお届け
五島　紗良
2020年入組
猿島中央支店
共済渉外

お困りの際はすぐに駆けつけたり、生活における悩みがあれば
一緒に考えさせていただくなど、地域のみなさまに安心と満足
をお届けできるようさらに歩みを進めていきたいです。
みなさまとの出会いを大切にし、寄り添い地域の方々に愛され
る職員になれるよう励んでいきたいと思いますので今後ともよ
ろしくお願いします。

ありがとうを伝えたい
竹村　葉月
2018年入組
境支店
共済渉外

日々皆様のお宅へ訪問させていただき、お客様一人一人の声を
直接聞くことができる仕事にとてもやりがいを感じています。
ＪＡ職員として活動する中で困難もありましたが、地域の皆様
との繋がりが学びと元気の源であり、私にとって大きな活力と
なっています。
日頃お世話になっている皆様に少しでも恩返しができるよう精
一杯努めてまいります。
これからも多くの方々へ安心と満足を届けていきたいです。

安心して農業を続けられるように
竹内　賢哉
2013年入組
営農部農産課
兼 五霞地区
営農センター

営農担当としてよく農家さんから「お米は安くて肥料・農薬は
高いからやっていくのが難しい」というお言葉をいただきます。
そのようなお言葉を少しでも減らせるように、安心して農業を
続けられることが課題だと思います。農家さんの安定した収入
向上はもちろんのこと、農家さんの声に耳を傾け、未来の農業
に寄り添っていきたいです。

適正な申告支援を目指して
鳴海　成樹
2016年入組
営農部
営農指導課

私が担当している記帳代行は、農家の皆様に代わり、会計帳簿
や申告関係書類の作成・支援を行っています。農家さんの疑問
や不安を解消した時に、感謝のお言葉をいただく瞬間に何より
もやりがいを感じます。今後も適正な申告・納税が行えるよう
全力でサポートさせていただきますので、よろしくお願いいた
します。



Ｑ　毎日楽しみにしている事は？
Ａ　夫婦で果物と野菜を作っていて、毎日畑に行くのが

楽しみです。果物はりんご・みかん・柿・ブルーベ
リー、ハウスでぶどうも作っています。野菜はなす
やトマトを作っていて、果物と野菜で担当を分けて
いるので楽しいです。

Ｑ　ご夫婦での思い出に残るエピソードは？
Ａ　旅行が好きで、国内・国外いろいろな場所に行きま

したが、結婚50周年にふたりで九州旅行に行った
ことが思い出です。

Ｑ　長寿の秘訣は何ですか？
Ａ　よく食べて、よく寝る。毎日夫婦で散歩もしている

ので、よく動くことです。

第34回
昭和15年10月25日生まれ  83歳

山 口 淑 雄さん

昭和14年10月21日生まれ  84歳
古河地区

山口八重子さん
長寿バンザイ

とても仲が良い素敵なご夫婦で、楽しそうにお話をしていただきました。
これからも、お体に気を付けて元気でいらしてください。
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五
霞
支
店
　
竣
工
式

総
和
地
区
　
山
中
　
崇
士
さ
ん

輝
く
人

　
５
月
12
日
、
五
霞
町
で
五
霞
支
店
の
竣
工
記
念

式
典
を
開
き
ま
し
た
。
知
久
清
志
五
霞
町
長
、
樋

下
周
一
郎
五
霞
町
議
会
議
長
、
総
代
他
、
関
係
者

約
94
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
石
塚
克
己
組
合
長
ら
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
し
、

新
支
店
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

　
式
典
で
石
塚
組
合
長
は
「
地
域
に
寄
り
添
い
な

が
ら
、
Ｊ
Ａ
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
と
言
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
支
店
に
し
た
い
」
と
挨
拶

し
ま
し
た
。

　
五
霞
支
店
は
建
物
面
積
６
２
７・
３
９
㎡
。
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
２
階
建
。
昨
年
８
月
よ
り
建
設

工
事
に
着
工
し
、
５
月
13
日
よ
り
営
業
を
開
始
し

ま
し
た
。
今
後
、
農
業
資
材
倉
庫
の
建
設
工
事
に

入
り
ま
す
。

　
今
回
は
総
和
地
区
の
山
中
崇
士
さ
ん
に
お
話
を
お

伺
い
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　
も
と
は
会
社
勤
め
の
山
中
さ
ん
で
し
た
が
、
お
父

様
の
腰
の
手
術
を
き
っ
か
け
に
10
年
前
か
ら
家
業
の

農
家
を
継
ぎ
現
在
は
サ
ニ
ー
レ
タ
ス
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ

ー
、
レ
ッ
ド
キ
ャ
ベ
ツ
、
ゴ
ー
ヤ
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　
農
業
を
行
う
上
で
こ
だ
わ
り
は
品
質
基
準
を
守
り
、

ク
レ
ー
ム
が
出
な
い
よ
う
に
大
き
さ
、
重
さ
、
ゴ
ミ

が
入
っ
て
な
い
か
な
ど
細
部
を
確
認
し
な
が
ら
品
質

が
良
い
も
の
を
作
っ
て
い
く
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

　
今
年
は
異
常
な
天
候
に
よ
り
目
標
の
出
荷
数
に
い

か
な
い
こ
と
に
苦
労
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
苦
労
す
る
事
も
多
く
あ
り
ま
す
が
、
自
分
の
出
荷

す
る
目
標
を
達
成
し
た
時
に
は
と
て
も
や
り
が
い
が

感
じ
ら
れ
る
。
今
後
の
目
標
は
研
修
生
を
増
や
し
、

新
た
な
作
物
を
つ
く
り
面
積
を
広
げ
て
い
き
た
い
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
貴
重
な
お
話
を
伺
わ
せ
て
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
１
階
に
は
金

融
共
済
店
舗
・

配
送
タ
ー
・
営

農
セ
ン
タ
ー
・

Ａ
Ｔ
Ｍ
な
ど
を

備
え
、
２
階
に

は
１
０
０
人
を

収
容
で
き
る
会

議
室
等
を
設
け

て
い
ま
す
。
Ｊ

Ａ
施
設
が
集
約

さ
れ
て
お
り
、

組
合
員
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
も
期

待
さ
れ
ま
す
。
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「
ぬ
く
も
り
」
で
「
端
午
の
節
句
祭
り
」

　

５
月
と
言
え
ば
端
午
の
節
句
。「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ぬ
く
も
り
」

で
は
５
月
１
日
利
用
者
の
皆
さ
ん
と
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
ち

ょ
っ
と
早
い
「
節
句
祭
り
」
を
行
い
ま
し
た
。
午
前
中
は
菖
蒲
湯
で
温
ま
り

そ
の
あ
と
五
月
人
形
と
鯉
の
ぼ
り
の
前
で
記
念
撮
影
。

　
午
後
は
「
柏
餅
づ
く
り
」。
白
い
餅
を
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
そ
れ
ぞ
れ
伸

ば
し
て
も
ら
い
、
そ
の
中
に
甘
い
餡
子
を
入
れ
て
包
ん
だ
後
は
柏
の
葉
で
覆

い
ま
す
。
皆
さ
ん「
久
し
ぶ
り
に
や
っ
た
」「
楽
し
い
ね
」な
ど
懐
か
し
く
て
楽

経
済
渉
外
視
察
研
修
に
つ
い
て

　
Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み
経
済
部
は
４
月
17
日
、
経
済
渉
外
担
当
者
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
目
的
と
し
た
視
察
研
修
会
を
14
名
の
参
加
に
よ
り
実
施
し
ま
し

た
。

　
今
回
の
研
修
会
は
、「
園
芸
肥
料
の
す
く
す
く
野
菜
」、「
水
稲
肥
料
の
コ
シ

一
発
か
ん
た
君
」、「
園
芸
培
土
の
げ
ん
き
く
ん
シ
リ
ー
ズ
」等
を
取
り
扱
う
肥

料
メ
ー
カ
ー「
片
倉
コ
ー
プ
ア
グ
リ（
株
）」の
つ
く
ば
工
場
と
岩
瀬
工
場
の
２

か
所
に
て
行
わ
れ
、
化
成
肥
料
と
培
土
に
つ
い
て
の
知
識
を
深
め
ま
し
た
。

　
化
成
肥
料
に
つ
い
て
は
原
料
か
ら
製
造
過
程
、
梱
包
、
出
荷
準
備
の
段

し
ん
で
い
る
模
様
。
中
に
は
い
っ
ぱ
い
餡
を
入
れ
る
の
に
一
生
懸
命
伸
ば
し
詰
め
込
む
ツ
ワ
モ
ノ
も
。

　
そ
れ
ぞ
れ
に
名
前
を
書
い
て
お
き
、
せ
い
ろ
で
ふ
か
し
出
来
上
が
り
を
待
ち
ま
す
。
待
っ
て
い
る
間
、

ス
タ
ッ
フ
よ
り
手
作
り
の
一
輪
挿
し
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
一
つ
ず
つ
デ
ザ
イ
ン
の
違
う
き
ら
び

や
か
な
一
輪
挿
し
に
大
喜
び
で
し
た
。

　
そ
し
て
ふ
か
し
終
わ
り
、
か
し
わ
餅
の
で
き
あ
が
り
。
柏
の
葉
の
香
り
が
た
ま
ら
な
く
、
で
き
た
て

ア
ツ
ア
ツ
を
み
ん
な
で
味
わ
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
み
ん
な
「
お
い
し
い
」
の
一
言
。

　
男
子
の
成
長
と
健
康
を
祈
る
節
句
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
日
は
今
ま
で
頑
張
っ
て
き
た
利
用
者
の
皆

さ
ん
の
こ
れ
か
ら
の
健
康
を
祈
り
、「
ぬ
く
も
り
」で
さ
さ
や
か
に
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

令
和
６
年
度「
年
金
友
の
会
」役
員
会
の
開
催

　
Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み
年
金
友
の
会
は
、
４
月
11
日
茨
城
む
つ
み

本
店
に
て
、
令
和
６
年
度
「
年
金
友
の
会
」
役
員
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
年
金
友
の
会
役
員
、
Ｊ
Ａ
関
係
者
合
わ
せ
て
30
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
開
催
に
あ
た
り
、
年
金
友
の
会
の
島
田
禎
尚
会
長
は
「
今
年

は
合
併
30
周
年
の
節
目
の
年
な
の
で
皆
さ
ん
お
誘
い
の
う
え
旅

行
や
各
地
区
の
イ
ベ
ン
ト
等
へ
参
加
し
て
楽
し
ん
で
い
た
だ
き

た
い
」
と
挨
拶
を
し
ま
し
た
。
役
員
会
で
は
前
年
度
事
業
報
告
、

今
年
度
事
業
計
画
の
報
告
が
さ
れ
、
年
金
友
の
会
の
集
い
に
つ

い
て
検
討
さ
れ
各
地
区
の
集
い（
旅
行
）日
程
が
決
定
し
ま
し
た
。

銘
柄
「
さ
し
ま
茶
」　
新
茶
販
売
に
向
け
て
審
査
会
開
催

　
「
さ
し
ま
茶
」
の
本
格
的
な
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、
Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み
茶
生
産
部
会
は

５
月
10
日
、
茨
城
む
つ
み
本
店
に
て
新
茶
の
審
査
会
を
開
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
品
質

査
定
及
び
平
準
化
を
図
る
た
め
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
当
日
は
、
同
部
会
員
、
石
塚
組

合
長
、
Ｊ
Ａ
役
職
員
ら
21
名
が
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
さ
し
ま
茶
は
葉
肉
が
厚
い
た
め
、
味
が
濃
く
、
渋
み
と
甘
み
の
バ
ラ
ン
ス
が
良
い
の

が
特
徴
。
本
年
は
、
生
育
も
新
芽
に
ス
ト
レ
ス
な
く
順
調
で
、
開
葉
期
、
徒
長
期
に
入

っ
て
か
ら
も
夏
日
を
思
わ
せ
る
気
温
と
適
時
の
降
雨
に
恵
ま
れ
、
遅
霜
や
雹
の
被
害
も

階
ま
で
一
通
り
の
内
容
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
特
に
新
任
の
経
済
渉
外
職
員
に
と
っ
て
有
益
な
内
容
と

な
り
ま
し
た
。
培
土
に
つ
い
て
は
、
業
界
内
で
も
高
水
準
な
管
理
体
制
が
用
い
ら
れ
て
い
る
工
場
で
あ

り
、
田
中
農
業
推
進
課
長
は
「
工
場
責
任
者
の
熱
心
な
姿
勢
や
説
明
を
受
け
、
参
加
し
た
職
員
に
も
胸

を
張
っ
て
販
売
で
き
る
自
信
が
芽
生
え
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
今
後
も
製
造
メ
ー
カ
ー
と
連
携
し
、
安

心・安
全
な
商
品
を
利
用
者
に
提
供
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」
と
話
し
ま
し
た
。

な
く
育
っ
て
い
ま
す
。

　
審
査
員
は
、各
生
産
者
が
持
ち
寄
っ
た
お
茶
の
外
観（
形

状
、
色
沢
）・
水
色・
渋
み
を
基
準
に
審
査
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、ど
の
お
茶
も
外
観
、水
色
が
良
く
、「
と
て
も
い
い

仕
上
が
り
」
と
好
評
を
得
ま
し
た
。

　
同
部
会
の
野
口
公
輝
部
会
長
は
「
気
象
条
件
に
恵
ま
れ
、

例
年
以
上
の
品
質
を
期
待
で
き
る
。
組
合
員
な
ら
び
に
地

域
住
民
の
皆
さ
ま
方
に
『
安
心
・
安
全
』
な
、
美
味
し
い

新
茶
を
供
給
で
き
る
こ
と
を
確
信
し
て
い
る
。
ぜ
ひ
さ
し

ま
茶
の
味
と
香
り
を
堪
能
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

総
和
地
区
園
芸
部
会
、
野
久
男
部
会
長
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第30回通常総代会　事前質問及び回答

　ご質問のとおり、令和５年10月３日の農業新聞に、合併による宮崎県の１県１農協設立が13農協の総会で決議されたこと、
および全国初の中央会や信連・経済連・畜連も併せて統合されるとの記事が掲載されました。
　この記事は、宮崎県のみのお話であるため、ご質問の合併の目的は不明であります。また、当組合の３カ年計画へ合併が含ま
れていないのは、茨城県におきましては、現時点では１県１農協の構想がない事さらに、当組合も、それに付随するような合併
や統合の構想がないためであります。
　当組合は、今後も３カ年計画実現のため、役職員一丸となって邁進してまいります。

【回　　答】

　第２号議案の中で、ＪＡ３カ年計画には１県１農協合併が含まれて無いのは何故ですか。
　令和５年10月３日の農業新聞の記事によると、１県１農協合併設立後、１年以内に県中央会、県信連、県経済連、その他連
合会組織と統合すると書いてありました。
　したがいますと、１県１農協の合併の目的は県農業協同組合連合会と統合する為なのですか。
　単協の経営は、独立採算で、組合員・役員・職員の努力により健全な経営を続けています。
　何故、統合しなければならないのか疑問に思います。統合を辞典で見ると、必要なくなった物を整理すると書いて有ります。
　私の考えは、全国・県農業協同組合連合会が統合するのがベストだと思います。
　執行部は、総代さん方々にくわしく説明して下さい。

【質　　問】総和地区　髙
こう つか

塚　光
みつ えい

榮　様

　農家の高齢化・耕作面積の減少や石油燃料等の値上げ等により、農業を取り巻く環境が年々厳しさを増しています。そのよう
な中、ＪＡオリジナル銘柄肥料や安価資材の普及を兼ねた推進体制を構築し、生産農家の所得増大と共同購入のメリット発揮を
目指し、全農と価格交渉をしながら、低コスト農業に向けて取り組んでまいります。
　また、資材販売に対してポイント制につきましては、現在予約値引き、または大口奨励などを実施していますが、代金決済等
も含めながら、今後検討したいと思います。

【回　　答】

　農協の農業資材（肥料、薬剤を含む）は、大量に仕入れしているのに高いのか？
　全農、全中が単価を決めているのか？
　資材販売に対してポイント制は考えてないのか？

【質　　問】総和地区　舩
ふなばし

橋　弘
ひろみつ

光　様

１．生産資材関係では、経済渉外を中心に渉外活動を兼ねて実施しています。
　　また、春夏・秋冬の肥料・農薬については、全職員の協力をお願いしています。
　　生活購買関係では、新茶・飲料水・酒・たばこ・衣料・ワイン等の推進業務がありますが、基本的には支店目標として実施

しています。
　　共済関係では、LA（ライフアドバイザー）を中心に、組合員・利用者の皆様のご意向を的確に把握・確認したうえで、十

分に保障内容をご確認ご納得いただけるよう重要事項説明を実施しています。
　　金融関係では、MA（マネーアドバイザー）を中心に、年金・貯金等に関する情報の提供を実施しています。
　　また、農水省の不祥事案件はありませんでした。
２．令和４年の秋肥料・令和５年の春肥料について、国の「肥料価格高騰対策」や「茨城県肥料価格高騰緊急支援金」及び令和

５年秋肥料では「茨城県化学肥料削減緊急支援事業」を活用し、支援をしてまいりました。さらに、燃料・石油等の高騰対
策として肥料・農薬・保温資材・包装資材・種苗・素畜の供給分に対し1.5％、米穀の販売高に対し1.25％の割合で事業分
量配当を行います。

　　また、生産履歴記帳の徹底と、残留農薬・放射性物質検査を実施することにより、安全で安心な農産物づくりに努めていま
す。さらに、各地区生産部会と連携を図り、組織及び販売体制の強化を図り、有利販売に努めてまいります。

　　学校給食におきまして、野菜に関しては、各地区野菜生産部会の協力により、古河市では「にんじん」「長なす」「ロマネスコ」、
坂東市では「とうもろこし」を供給しています。米に関しては、茨城学校給食会を通じて、古河市・坂東市・境町・五霞町
に供給しています。

３．組合員の経営安定や所得増大のため、組合員の声を国政や県政等へ反映させていくことが必要と思われます。ＪＡグループ
では、食料・農業・地域政策の推進にあたり、ＪＡグループの意思反映をすべく、全国大会が開催されます。

　　その中で「農業の再生産に配慮した適正な価格」・「食料自給率の向上」・「国内生産の増大を中心に取組む」・「生産資材高騰な
ど生産コストの変動に対する経営の影響緩和対策」など基本法見直しに関するＪＡグループの政策提案がされますので、関
係団体と連携を図りながら取組んでまいります。

【回　　答】

１．社会問題になっている「自爆営業」について、むつみ農協の「事業推進の目標（ノルマ）」の種類
　　農水省の「不祥事件」に該当する件数と改善策について
２．第２号議案に関連して、３つの柱、農業者の所得増大、地域とくらしを豊かにする、組織・事業基盤拡充強化を掲げている
が、燃料、飼・肥料、農薬などの高騰に対する支援策が見えない。

　　安全、安心な農産物の生産と販売、学校給食への食材提供への取組みについて
３．政府が「農業基本法」改定案を出しているが、この法案に対するむつみ農協の見解と対応について

【質　　問】古河地区　秋
あき

庭
ば

　繁
しげる

　様



　
　
Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み
＆
茨
城
西
南
医
療
セ
ン
タ
ー
病
院
共
同
企
画

そ
う
だ
！
西
南
に
聞
い
て
み
よ
う
♪
（
第
十
三
回
）
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A　
西
南　
睡
眠
は
私
た
ち
が
生
き
て
い
く
う
え
で
と
て
も
必
要
な
行
動
で
す
。

　
寝
る
こ
と
で
身
体
の
疲
れ
を
解
消
し
、
成
長
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
や
怪
我
で
傷
ん
だ
箇
所
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
し
ま
す
。
そ

の
他
に
、
脳
の
情
報
整
理
や
記
憶
の
定
着
な
ど
の
役
割
が
あ
り
ま
す
。
長
期
間
睡
眠
不
足
が
続
く
と
、
コ
コ
ロ
と
カ
ラ
ダ
に

影
響
が
出
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
寝
て
も
寝
足
り
な
い
」
原
因
と
し
て
、
考
え
ら
れ
る
例
を
あ
げ
て
い
き
ま
す
。

・
寝
る
に
適
さ
な
い
環
境
（
騒
音
・
遮
光
・
暑
さ
・
寒
さ
）

　
睡
眠
の
環
境
改
善
や
、
睡
眠
の
質
向
上
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

・
お
酒
の
飲
み
す
ぎ

　
お
酒
は
眠
り
が
浅
く
な
る
た
め
、
熟
睡
感
が
得
ら
れ
ず
寝
足
り
な
い
感
が
残
っ
て
し
ま
う
そ
う
で
す
。

　
寝
る
環
境
を
見
な
お
し
て
も
な
か
な
か
改
善
せ
ず
不
調
を
き
た
す
場
合
は
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
受
診
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

Ｑ 

寝
て
も
寝
足
り
な
い
と
き
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
で
す
か
？　
（
40
代
男
性
）

A　
西
南　
基
本
は
鼻
を
し
っ
か
り
と
つ
ま
む
こ
と
で
す
。

　
鼻
翼（
鼻
の
穴
）を
親
指
と
人
差
し
指
で
し
っ
か
り
と
つ
ま
ん
で
、
鼻
孔
を
閉
じ
ま
す
。
そ
の
際
、
頭
を
前
か
が
み
に
し
、

口
で
息
を
す
る
よ
う
に
し
ま
す
。
ま
た
、
口
に
ま
わ
っ
た
血
液
は
飲
ま
ず
に
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
に
吐
き
出
す
よ
う
に
し
ま
す
。

10
分
か
ら
15
分
程
度
こ
の
姿
勢
を
し
て
い
る
と
、
徐
々
に
止
血
し
て
き
ま
す
。

　
な
お
、
横
に
な
っ
た
り
、
頭
を
後
ろ
に
倒
す
と
、
鼻
血
が
の
ど
に
流
れ
込
ん
で
飲
ん
で
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
血
液
を
飲
み
込
む
と
の
ち
に
吐
き
気
や
嘔
吐
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

Ｑ 

鼻
血
の
止
め
方
を
知
り
た
い
。（
本
当
は
上
を
向
く
？
下
を
向
く
？
）　
（
30
代
女
性
）

A　
西
南　

○
マ
ス
ク
の
着
用　
外
出
時
に
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
こ
と
で
、

鼻
や
口
か
ら
花
粉
を
吸
い
こ
む
量
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
特
に
高
性
能
の
花
粉
症
対
策
用
マ
ス
ク
を
使
用
す

る
と
効
果
的
で
す
。

○
室
内
の
換
気　
室
内
を
定
期
的
に
換
気
す
る
こ
と
で
、
花

粉
を
外
に
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
花
粉
の
飛

散
量
が
多
い
季
節
に
は
換
気
を
控
え
た
り
、
換
気
時
に
空

気
清
浄
機
を
併
用
す
る
こ
と
も
有
効
で
す
。

○
外
出
時
の
対
策　
外
出
時
に
は
、
外
出
先
で
手
や
顔
を
洗

う
。
帰
宅
後
は
服
や
髪
を
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
す
る
、
す
ぐ
に

洗
濯
す
る
、
な
ど
の
対
策
を
行
う
こ
と
で
、
身
体
に
付
着

し
た
花
粉
を
取
り
除
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ｑ 

薬
に
頼
ら
な
い
花
粉
症
対
策
が
知
り
た
い
。　
（
60
代
男
性
）

○
洗
浄　
鼻
や
目
の
洗
浄
を
行
う
こ
と
で
、
鼻
や
目
の
粘
膜

に
付
着
し
た
花
粉
を
取
り
除
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
市
販

の
鼻
洗
浄
器
や
目
薬
を
使
用
す
る
か
、
生
理
食
塩
水
を
使

用
し
て
鼻
を
洗
う
方
法
も
効
果
的
で
す
。

○
屋
外
で
の
活
動　
花
粉
の
影
響
が
比
較
的
少
な
い
日
、
花

粉
の
飛
散
が
比
較
的
少
な
い
時
間
帯
、
雨
の
日
な
ど
の
屋

外
活
動
を
選
ぶ
の
も
有
効
で
す
。

○
食
事　
花
粉
症
の
症
状
を
緩
和
す
る
効
果
が
あ
る
と
さ
れ

る
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
や
、
ク
エ
ン
酸
を
含
む
果
物
、
抗
炎
症
作

用
の
あ
る
オ
メ
ガ
3
脂
肪
酸
を
多
く
含
む
食
品
、
プ
ロ
バ

イ
オ
テ
ィ
ク
ス
を
含
む
食
品
な
ど
を
摂
取
す
る
こ
と
も
有

効
と
さ
れ
ま
す
。



相続に関するご相談を受け付け専門家 （税理士 ・司法書士等） との連携で組合員の皆様をご支援致します。

ＪＡ茨城むつみ相続サポート情報No.10

ＪＡ茨城むつみ 総務企画部総務企画課 相談員  TEL 0280―87―1161
E-mail jamutsumi.kikakuka4@ja-ibaraki.jp

お問い合わせ先お気軽にお問い合わせください。

むつみ
の

料理帖
むつみ
の

料理帖
むつみ
の

料理帖

【材料】
①レタス…………３枚（一口大）

②トマト…………１個
　（１㎝大のサイコロ状）

③にんじん………１/３本、

　玉ねぎ…………１/２個、

　ベーコン………６枚
　（１㎝大のサイコロ状）

④コンソメの素（固形）
　……………………２個

【作り方】【作り方】
・鍋に水400ccと③を入れ中火で約５分煮る

・①、②を入れひと煮立ちしたら、④を入れて味を整える

・お好みでチーズや黒コショウをトッピング

　　　　　　　　　　　

　  ※今が旬の猿島のトマト、レタスを使用

【相続 ・遺言 ・贈与 ・事業承継等】　お気軽にお問合せください。 秘密厳守いたします。

レタススープレシピ

もしものとき、 組合員 ・地域住民の皆様の資産を守るために！
自分名義の相続財産を
　　　　　調べたことがありますか？

土地・建物等の相続財産を調べてみましょう。
相続税ってどのくらいかかるの？

事前に対策ってできるの？

相続 ・遺言 ・贈与でお悩みの方
　　　　ＪＡが、 専門家 （税理士 ・司法書士等） と連携し、 手続きをサポートします！

提供者
猿島地区職員

令
和
６
年
５
月
29
日

●
報
告
事
項

１
） 

令
和
６
年
４
月
末
各
事
業
実
績
に
つ
い
て

２
） 

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会
の
報
告
に
つ
い
て

３
）
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
に
基
づ
く「
経
営
管
理
資
料
」の
う
ち
農
林
中
金
が
定
め
る
事
項
に
つ
い
て

４
） 

内
部
管
理
態
勢
に
か
か
る
指
導
要
綱
・Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
に
基
づ
く「
体
制
整
備
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
」の
報
告
に
つ
い
て

５
） 

ア
グ
リ
マ
イ
テ
ィ
ー
資
金
融
資
要
項
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

６
）
Ｊ
Ａ
交
付
金
等
つ
な
ぎ
資
金
融
資
要
項
の
制
定
に
つ
い
て

７
） 

２
０
２
３
年
度
下
期
苦
情
対
応
発
生
状
況
報
告
に
つ
い
て（
信
用
・
共
済
）

８
） 

令
和
５
年
度
下
期
監
事
監
査
顛
末
に
つ
い
て

●
付
議
事
項

第
１
号
議
案
　
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
態
勢
運
営
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て（
案
）

第
２
号
議
案
　
定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て（
案
）

第
３
号
議
案
　
共
済
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て（
案
）　

第
４
号
議
案 

「
信
用
事
業
各
種
手
数
料
の
設
定
に
つ
い
て
」の
一
部
改
正
に
つ
い
て（
案
）

令
和
６
年
５
月
29
日

●
報
告
事
項

１
）
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
に
基
づ
く
経
営
管
理
資
料
に
つ
い
て

２
）
体
制
整
備
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
報
告
に
つ
い
て

⬇タテのカギ
二重マスの文字をA～Dの順に並べてできる言葉は何でしょうか？

1

2
3
4
6
9
10

11
13
14
16

アジサイに似合いそうな生き物。文部省唱歌の曲
名にもなっています
いとこのお母さんです
空き店舗にー募集の看板が付いた
野菜とハムやゆで卵などを盛り合わせて作ります
６月の第３日曜日はーの日です
ポシェットやリュックもこの一種
梅雨時に洗濯物を干すとパリッと乾かずこうなる
ことも
テレビ・ラジオ欄にたくさん載っています
倉敷市のー地区を歩いて回った
足が８本あります
手前の反対側

2
5

7
8
9
11
12
14
15
16
17

➡ヨコのカギ

４月号の答え

うちのーは稲、裏作はキャベツです
時には相手のーになって考えることも大
切だ
シカと大仏が有名な県
耕したり肥やしたりします
カウボーイが首に巻きます
スポーツ紙では打棒と書かれることも
ＬＤＫのＬです
たる、おけにはめられています
部屋の模様替えのときに動かすこともあります
もち米に具材を入れて炊いたもの
昭和の名曲『青いー』。同名映画の主題歌
としても知られています

　はがき・メール・FAX のいずれかで、上記の①～④の事項を
もれなくご記入の上、ご応募ください。
　E-mail：jamutsumi.kikakuka1@ja-ibaraki.jp
　FAX：0280（87）6630（総務企画課行とお書きください。）

〈
応
募
方
法
〉

☆
宛
先
は…

境
町
長
井
戸
23
番
地

　
　
　
Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み
総
務
企
画
課

　
●

締
め
切
り
　
6
月
30
日
（
必
着
）

　
●

正
解
者
の
中
か
ら
、
抽
選
に
よ
り

　
６
名
の
方
に
わ
く
わ
く
プ
レ
ゼ
ン
ト

　（
Ｊ
Ａ
取
り
扱
い
商
品
）を
差
し
上
げ

　
ま
す
。
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　第362号の答えは、「フリージア」でした。
次の方が当選されました。おめでとうございます。
●中田　ちよ ●鹿久保きい ●大木　信司
●諏訪はつ江 ●針谷　康子 ●遠藤　　操

当
選
者

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
フ リ ー ジ ア

第
４
回
理
事
会
だ
よ
り

第
4
回
監
事
会
だ
よ
り

①
解
答

②
氏
名
、住
所
、職
業
、年
齢
、Ｔ
Ｅ
Ｌ

③
Ｊ
Ａ
、
そ
の
他
に
関
す
る
ご
意
見
、

　
ご
要
望
、
と
っ
て
お
き
の
情
報
、

　
旅
行
で
行
き
た
い
と
こ
ろ
、
な
ど

　
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

④
皆
様
の
健
康
に
関
す
る
身
近
な
質
問
、西
南

　
に
聞
い
て
み
た
い
こ
と
を
募
集
し
ま
す
!!

境
町
長
井
戸
二
三

Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み

  
総
務
企
画
課
　
行

404060363

14 ＪＡ茨城むつみ　６月号

　
い
つ
も
Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み
を
ご
利
用
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み
で
は
、
各
支
店
６
月
14
日（
金
）～

21
日（
金
）に
、
む
つ
み（
６
２
３
）の
日
と
し
て
、
ご
来

店
い
た
だ
い
た
お
客
様
へ
日
頃
の
感
謝
を
込
め
て
記
念

品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご

来
店
く
だ
さ
い
。

む
つ
み
Ｗ
ｅ
ｅ
ｋ 

ｄ
ａ
ｙ

ご
来
店
者
に
記
念
品
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

６
月
14
日（
金
）

境

６
月
14
日（
金
）

五　
　
霞

６
月
14
日（
金
）

古　
　
河

６
月
14
日（
金
）

三　
　
和

６
月
14
日（
金
）

猿
島
中
央

６
月
21
日（
金
）

総　
　
和

　
こ
の
活
動
は
Ｊ
Ａ
共
済
の
地
域

貢
献
活
動
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。



相続に関するご相談を受け付け専門家 （税理士 ・司法書士等） との連携で組合員の皆様をご支援致します。

ＪＡ茨城むつみ相続サポート情報No.10

ＪＡ茨城むつみ 総務企画部総務企画課 相談員  TEL 0280―87―1161
E-mail jamutsumi.kikakuka4@ja-ibaraki.jp

お問い合わせ先お気軽にお問い合わせください。

むつみ
の

料理帖
むつみ
の

料理帖
むつみ
の

料理帖

【材料】
①レタス…………３枚（一口大）

②トマト…………１個
　（１㎝大のサイコロ状）

③にんじん………１/３本、

　玉ねぎ…………１/２個、

　ベーコン………６枚
　（１㎝大のサイコロ状）

④コンソメの素（固形）
　……………………２個

【作り方】【作り方】
・鍋に水400ccと③を入れ中火で約５分煮る

・①、②を入れひと煮立ちしたら、④を入れて味を整える

・お好みでチーズや黒コショウをトッピング

　　　　　　　　　　　

　  ※今が旬の猿島のトマト、レタスを使用

【相続 ・遺言 ・贈与 ・事業承継等】　お気軽にお問合せください。 秘密厳守いたします。

レタススープレシピ

もしものとき、 組合員 ・地域住民の皆様の資産を守るために！
自分名義の相続財産を
　　　　　調べたことがありますか？

土地・建物等の相続財産を調べてみましょう。
相続税ってどのくらいかかるの？

事前に対策ってできるの？

相続 ・遺言 ・贈与でお悩みの方
　　　　ＪＡが、 専門家 （税理士 ・司法書士等） と連携し、 手続きをサポートします！

提供者
猿島地区職員
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午前9：00～午後3：00まで
6 27㈭～7 20㈯
JAセレモニーホールそうわ内

古河市駒羽根711
会 

場
至
下
辺
見

至栗橋

至
境
町

とりせん様

GS様

下大野小学校

至
小
山

至
春
日
部

国
道
新
4
号
バ
イ
パ
ス

国
道
３
５
４
号
線

釈迦 久能 柳橋
セレモニーホール そうわ

会場案内図

交番

フェア

お問い合わせはお気軽に

0120ー590ー623
TEL.0280ー92ー0141　FAX.0280ー92ー7602

セレモニーホールそうわ
セレモニーホールさくら 古河市駒羽根711番地

フリーダイヤル生活部 葬祭課

■下記の商品は一例でございます。■下記の商品は一例でございます。■下記の商品は一例でございます。■下記の商品は一例でございます。■下記の商品は一例でございます。■下記の商品は一例でございます。■下記の商品は一例でございます。■下記の商品は一例でございます。■下記の商品は一例でございます。■下記の商品は一例でございます。■下記の商品は一例でございます。■下記の商品は一例でございます。■下記の商品は一例でございます。■下記の商品は一例でございます。お盆用
返礼品の
ご案内

お盆用
返礼品の
ご案内

■各種取り扱っております。

■下記の商品は一例でございます。

※申し込み締切日
令和６年７月20日㈯

■納品がお盆に間に合わないことがありますので、お早めのご注文をお願い致します。
■在庫切れの際はご容赦願います。
■商品は残品をお引き取り致しますので、多少多めにご注文下さい。
■商品によっては、色・柄・内容等が変わることがありますのでご了承願います。
■環境保護の一環として、包装を一部省略させていただくことをご了承願います。

1,080円（税込） 1,100円（税込） 1,620円（税込） 2,160円（税込）

２０２４

お盆の季節が近づいてまいりました。
上記期間会場内特設コーナーにおきまして
ちょうちん、お盆用品、返礼品の一部商品をご覧頂けます。
またその場にてご注文も承っております。
どうぞ、お気軽にご来館下さい。

お


